エストロゲンレセプターはmicrotubule-associated protein tau (MAPT)の発現に関与しており、選択的エストロゲンレセプター阻害剤であるフルベストラントは，MAPT発現を低下、乳癌細胞におけるタキサン系抗癌剤への感受性を増加させる by Ikeda, Hirokuni
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻 分野の 名称
学 位 授 与 番 号
学位授与の 日付
学位授与の 要件
学 位 論 文 題 目

















論 文 審 査 委 員 教授 藤原 俊義 教授 千堂 年昭 准教授 木浦 勝行












論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､Microtuble-asociatedproteintau(MAPT)の高発現がタキサン系抗癌剤の低
感受性につながっているという仮説について､各種乳癌細胞株を用いて invitroで検
証したものである｡タキサン系抗癌剤に抵抗性の乳癌細胞株の一部では 70KDa未満
の複数のMAPTのisofbm が発現しており､siRNAでMAPTを抑制することでタキサ
ン系抗癌剤によるアポ トー シス誘導が顕著に増強された｡MAPT発現にはエストロゲ
ン受容体(ER)が関与しており､選択的ER阻害剤であるフルベストラントはMAPTの
発現を低下させることでMAPT/ER陽性乳療細胞においてタキサン系抗癌剤の感受性
を増加させることを示した｡Invivo実験が未実施であることは残念であるが､将来的
な臨床応用の可能性を示した点で本研究は価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
